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た多彩な機能を備えたスクアリン酸 (SqA) に着目し、新規なアミノ酸等価体として -アミノスクアリン












た Caspase-3 阻害剤の開発について述べる。SqA の電子不足な性質に着目し、システインプロテアーゼ




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
アミノ酸アナログの組み込みによる新規ペプチドアナログの創製は、ペプチドをベースとする創薬研究
において有効な研究手法となっている。本学位論文は、スクアリン酸を組み込んだアミノ酸アナログ
（-Asq）を用いた、新規ペプチドアナログの合成と生物活性に関する知見をまとめたものである。 
本研究の新規な点を浮き彫りにするために、序論においてスクアリン酸が関与する化学研究背景が概説
された。実際の研究は、-Asq をペプチドへ自在に組み込むための新しい合成法から開始され、まず、そ
の合成方法論を確立することに成功した。これを用いて、-Asq が連続連結した新規ペプチドアナログの
合成を行うとともに、その構造特性を明らかにした。次に、本手法を固相合成へと発展させることで、-Asq 
を含む新規ペプチドアナログライブラリーの構築法を確立した。新規ペプチドアナログの生物活性をあわ
せて検証し、その一例として、消化酵素に対する阻害活性様式を分子構造レベルで明らかにした。また、
カスパーゼに焦点を当てた阻害剤開発研究を行い、ナノモルレベルで阻害活性を示すアナログを見出すこ
とに成功した。 
以上、本論文に記された学術的内容は、生物活性ペプチド研究における有用かつ新たな手法の提供につ
ながるものである。よって、博士（理学）の学位を授与するに値するものと審査した。 
